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学 位 論 文 内 容 の 要 旨 
人々のスポーツ実施・継続化を説明, 評価する際にスポーツ・コミットメント理論が援用されて
いる. スポーツ・コミットメントはスポーツ継続意図や行動を評価する重要な要因であることが示
されている一方, その形成過程については, わが国では, ほとんど取り扱われていない. そこで, 本
研究では, スポーツ・コミットメントの形成過程に着目し, その形成過程として社会的環境を評価
するソーシャルサポートの授受と競技者の心理的側面である競技者アイデンティティーの関連を基
軸とした青年期競技者におけるスポーツ・コミットメント形成モデルを構築することを目的とした. 
また, 本研究では心理学分野で主に援用されている方法論に準拠し, それぞれの要因を測定するた
めの信頼性・妥当性の確認された心理評価尺度（質問紙）を理論的背景に基づき作成することを目
的とした.  
第1章では, わが国におけるスポーツ実施に関する現状から, 青年期における競技スポーツの実
施・継続行動を体系的に示す意義, およびスポーツ実施・継続行動に関連するこれまでの先行研究
および, 本研究で援用した3つの要因の関連性を示した先行研究を概観した.  
第2章では, スポーツ・コミットメント研究で最も広く使用されている理論を援用しスポーツ・
コミットメント尺度の日本語版を作成すること, および, 競技スポーツ参加頻度とスポーツ・コミ
ットメントとの関連について検討することを目的とした. スポーツ・コミットメント尺度（Scanlan 
et al., 1993a; 1993b）を訳し戻し法により, 日本語に翻訳した. そして, 日本語版スポーツ・コ
ミットメント尺度の信頼性（再現性, 内的一貫性）・妥当性（構成概念妥当性・基準関連妥当性）
を検討した. スポーツ参加活動状況とスポーツ・コミットメントとの関連について検討した結果, 競
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技スポーツを高頻度に実施している者, および, 中頻度に実施している者は低頻度の者と比べ, ス
ポーツ・コミットメントの得点が有意に高いこと示していた. この結果は, 先行研究の示している
スポーツ・コミットメントとスポーツ参加の関連を支持するものである. 以上のことから, 第2章
では, 日本語版スポーツ・コミットメント尺度の信頼性・妥当性を確認し, また, 尺度の有用性を
検証できたと考えられる.  
第3章では, 青年期の競技者は部活動などに属している場合が想定されるため, 組織内のチーム
メイトとの関係性から生起する相互作用に着目し, チームメイトとの関係性から生起するソーシャ
ルサポートの授受を測定する評価方法を確立することを目的とした. スポーツチームにおけるソー
シャルサポート提供・受領尺度を作成し, 測定尺度の信頼性・妥当性の検討を行った結果, 両尺度
ともに, 6 項目 1 因子構造が確認され, また, 信頼性, 再現性および, 因子的妥当性, 構成概念妥
当性について確認がなされたことから, 信頼性・妥当性を十分に有するチームメイトや仲間とのソ
ーシャルサポートの互恵性を測定できるソーシャルサポート提供・受領尺度が作成されたと考えら
れる. 今後, 本研究で作成された尺度を援用し, スポーツチームにおけるソーシャルサポートの互
恵性を測定することや互恵性と競技スポーツ実施・継続などの関連の検討が期待される.  
第4章では, スポーツ・コミットメント形成モデルの媒介要因とされる個人の心理的側面である
競技者アイデンティティーを測定する評価方法を確立するため, 日本語版競技者アイデンティティ
ー尺度の信頼性・再現性および, 構成概念妥当性を再度検証し, 競技者アイデンティティーの程度
を発達的視点から比較すること, および, 競技レベルとの関係について検討することを目的とした. 
本章の結果, 1 因子 7 項目の日本語版競技者アイデンティティー尺度の信頼性・再現性および, 妥
当性がクロンバックα係数, 探索的因子分析, 検証的因子分析により示されたことから, 尺度の有
用性が再度確認された. 今後, スポーツへのコミットメント, スポーツ実施・継続意図などのスポ
ーツ行動に関わる要因との検討が期待できるであろう. また, 競技者アイデンティティーの程度の
検討から, 大学生競技者の方が高校生に比べ競技者アイデンティティーを有していること, および, 
競技レベルが高いほど競技者アイデンティティーも高いことが示されたことから, 競技者アイデン
ティティーの発達的視点や競技レベルとの関連が明らかとなった.  
第5章では, 第2章, 第3章, 第4章で作成した心理評価尺度を用い, チームメイトとのソーシ
ャルサポートの授受が, 競技者アイデンティティーを形成し, そして, 競技者アイデンティティー
がスポーツ・コミットメント形成の規定要因となっていることを体系的に示めすことを目的として
いた. また, 作成したモデルと実際のスポーツ実施状況との関係性および, チーム内での地位別に
スポーツ・コミットメント形成過程の差異を明らかにすることを目的に検討を実施した.  
前章で作成した評価尺度を用い, スポーツ・コミットメント形成モデルの検討を行った結果, チー
ムメイトへソーシャルサポートを提供することが, 競技者アイデンティティーを形成し, そして, 
競技者アイデンティティーがスポーツ・コミットメント形成の規定要因となっていることが体系的
に示された.  
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また, 作成したモデルと実際のスポーツ実施状況との関係性を検討した結果, チームメイトに対し
てソーシャルサポートを提供することで, 競技者としての役割を認知し, 競技者としてのアイデン
ティティーを形成する. そして, 競技者アイデンティティーを形成することが, スポーツ・コミッ
トメント形成に繋がり, スポーツ行動を促進していることが示された. さらに, レギュラー群, 準
レギュラー群, 非レギュラー群のモデルでその差異を検討した結果, チーム内での役割や地位の違
いなどの個人の特性によっても, 競技者アイデンティティー形成のプロセスが異なることが示され
た.  
第6章は総括とし, 本研究で得られた結果を整理し, それに基づいて総合的考察を実施し, 今後
の研究の展望について述べた.  
本研究では, 競技スポーツを実施している青年期の競技者を対象に調査を実施し, 社会心理学的
観点からスポーツ実施・継続意図のメカニズムを明らかにした. わが国では, スポーツ・コミット
メントの形成について体系的に捉えた研究は今まで行われていなかったことから, 本研究の知見は
わが国の青年期におけるスポーツ実施・継続のメカニズム解明の一考察となりうるであろう. すな
わち, スポーツ・コミットメントの形成過程を捉えることで, 人々の行動プロセスをモデル化し, 青
年期において競技スポーツを積極的に行っている人々がどのようなプロセスをもってスポーツへ傾
倒しているかの傾向を明らかにすることにより, 青年期の競技スポーツ実施者を増加させる一要因
を検討することが可能になったと思われる. また, 本研究では, 競技者アイデンティティーの形成
要因としてソーシャルサポートという社会的要因を測定した. 競技スポーツ実施・継続を促進する
うえで重要な競技者アイデンティティーの形成のためには, 青年期の競技者にとってチームメイト
にソーシャルサポートを提供することが競技者としてのアイデンティティー形成に重要であること
が示唆された. すなわち, 自ら積極的にチームメイトにサポートを提供することが競技者としての
役割アイデンティティーを高め, そして, 競技スポーツに積極的に関わっていることが示された. 
わが国では伝統的に指導者やコーチは競技スポーツの技術やスキルを教え込むことが指導の基礎と
なって行われ, 競技者は指導者に教え込まれたことを着実に実施することが技術やパフォーマンス
の向上につながると考えられている. その一方で, 競技者は常に受け身の状態となり, 自らが考え
行動することがなくなるという問題点も指摘されている. また, 受け身の状態で競技を継続すると
その競技者はやがて競技に対するストレスや無気力感を感じ, 競技を辞めてしまうことなども起こ
っている. このような現状を改善するためにも本研究で得られた知見, すなわち, 競技者自らが積
極的にチームメイトにサポートを提供することが, 競技者としての役割を自覚させ, 競技実施行動
を促進するというプロセスは有益な情報となり得ると考えられる. 競技者自身が積極的にかつ自発
的に競技スポーツに関わるソーシャルサポートをチームメイトに対して行うことを指導者やコーチ
が促進することが求められるであろう.  
以上, スポーツ実施・継続行動に影響を与えているとされるスポーツ・コミットメント, 競技者
アイデンティティ ,ー そして, ソーシャルサポートの3要因を援用した包括的な検討を実施するこ
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とで, わが国の青年期における競技スポーツ活動に焦点を当てたスポーツ実施・継続行動に対する
理解を深めることにつながると考えられる.  
 
学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本論文は, ソーシャルサポートと競技者アイデンティティーの関連を基軸として, スポーツ・コミッ
トメント形成モデルを構築することを目的としたものである. 各要因を評価する尺度を作成して, 要
因間の関連ついて共分散構造分析を用いて検討した結果, モデルの妥当性が示された. 本研究の知見
は, 運動行動を予測していく上で有用なると考えられる.  
また, 公聴会においても, 多数の出席者があり, 調査対象者の妥当性やモデルの一般化に関する質
問がなされたが, いずれも著者の説明によって質問者の理解が得られた.   
以上により, 論文調査及び最終試験の結果に基づき, 審査委員会において慎重に審査した結果, 本
論文が, 博士（学術）の学位に十分値するものであると判断した.   
 
